
マラリア検査は、陽性者に対して適切な医療への誘導 指導
を迅速に行う必要性から、簡易キットによる検査を先行して
行い、その後に検査課で顕微鏡観察を行っています。
デング熱検査は、検査課で簡易キットによる検査を行い､

Real-time RT-PCR法で確定検査を行っています。
平成23年２月1日から、チクングニア熱についても検査が

開始され、検査課で Real-time RT-PCR法、さらに判定困
難な場合はOne-Step RT-PCR 法を実施して総合的に判定
しています。
ジカウイルス感染症は、平成2８年２月５日に、感染症法

における４類感染症及び検疫法における検疫感染症に追加さ
れ、同年２月15日に施行されました。同日から検査課で
Real-time RT-PCR法で検査を行っています。
令和5年5月から、新たな感染症の国内流入を平時において

も監視するため、有症状者のうち、調査に協力いただける方
について「入国時感染症ゲノムサーベイランス」を行ってい
ます。

入国時の検疫

検疫所では、日本に入国(帰国)するすべ
ての人に対して検疫を行います。
発熱など、体調や健康に不安のある人を健康相談室へ誘導し、

症状とともに、滞在した国が感染国かどうか等を確認します。
その結果、検疫感染症に感染している疑いがある場合は、必要
に応じて血液検査を行い、適切な医療機関を紹介します。

入国時に何らかの症状があった方は令和元年は3,922名でし
た。

内訳をみると、発熱が2,169件、その他が3,839件（重複あ
り）でした。

健康相談業務

健康相談室では、健康に関する相談も受け

ています。

なお、到着時に症状がなくても入国後に症状
が出る場合もあるため、検疫ブースと健康相談
室内でポスター掲示等による情報の提供も行っ
ています。

渡航前、中、後を問わず、渡航者などか
らの電話による健康相談業務も行っていま
す。

相談内容としては、渡航前の予防接種、滞在国の感
染症の流行情報などがあります。帰国後に症状が出た
場合などは、相談者の近隣で感染症に対応している医
療機関の紹介や、帰国時の検査の結果、感染症に感染
していることがわかった場合にも、同様に医療機関の
紹介を行います。

予防接種業務

黄熱の予防接種を実施しています。
成田空港検疫所では、令和４年7月から巡回診療により

成田赤十字病院で黄熱ワクチンの接種を行っています。

検疫業務について



感染症に関する情報の収集と提供

「 FORTH （For Travelers’ Health）ホームページ 」

主に以下の情報を提供している

➢世界中から感染症情報を収集し、信頼のある情報

➢渡航地や目的に応じた過ごし方やワクチン情報

➢ワクチンで予防可能な感染症について、ワクチンの種類や接種機関に関する情報

➢リスク国や証明書要求国を含む黄熱に関する情報

主な項目 内 容

海外感染症
発生情報

一般向けに新たに発生した感染症などのトピックスを掲載

・鳥インフルエンザ、黄熱、デング熱、新型コロナウイルス感染症、
エボラウイルス病、MERSなどの発生状況
・検疫感染症の流行状況及び注意喚起
・健康上問題となる国際的感染症情報

国・地域別情報 国や地域ごとの感染症情報を国名や地域からも検索できるよう掲載

お役立ち情報 海外渡航にあたっての注意事項や個々の感染症や予防接種に関する情報、黄熱のリスク国や
国際証明書の必要な国の情報も含め掲載

リンク 全国の検疫所や国の機関、国内外の機関のホームページとリンク

医療関係者 WHOやCDC等の情報や予防接種を実施している医療機関の検索が可能



検疫課では、出国相談カウンター
を設け、相談やパンフレットの配付
などを行っています。
国別感染症情報、寄生虫・衛生害虫、予防

接種、海外の医療機関で使用する会話集等、
約80種類のパンフレットを作成し配付しまし
た。

渡航者に周知が必要な感染症等が発生した場合は、
適宜対応しています。（以下はその例）

中南米・東南アジアの広い地域で蚊が媒介する感染症
であるジカウイルス感染症の患者が多数確認されてます。
2016年2月1日にはWHOより小頭症及び神経障害の集
団発生に関する「国際的に懸念される公衆の保健上の緊
急事態（PHEIC)」であると宣言されました。

また、2012年4月以降、中東を中心として、中東呼
吸器症候群（MERS）の症例報告がWHOに報告されて
います。

そのため、検疫所では、出入国者に対して、ポスター
等で注意喚起を実施しています。


